
当院の基本理念と基本方針

　
　　最新最高の医療を、安全に提供する公的医療機関として能登全域の住民の健康を守ります。
　

　　1　患者の皆さまの立場を第一に考えた医療を目指します。
　　2　たゆまぬ研鑽をとおして医療水準の向上を目指します。
　　3　最良でより高度な急性期医療を目指します。
　　4　医療機関との連携を密にして地域医療の推進を目指します。
　　5　公的病院を堅持しつつ健全な病院経営を目指します。
　　6　チーム医療に徹し、全職員が誇りを持って働ける病院を目指します。

基本方針

基本理念

公立能登総合病院　情報誌

完成したデイケア・作業療法棟の外観



精神センター「デイケアルーム・作業療法室」が新しくなりました
　昨年7月から増築工事を行っていました精神センターのデイケア・作業療法棟が、平成25年12月に完成
しました。

　精神センター外来待合室横にありましたデイケアルームは、デイケア・
作業療法棟の１階へと移動しました。部屋の大きさは以前の約２倍と、か
なり広くなり、患者さまがのびのびと利用できるようになりました。また、
広くなっただけではなく、パーティションで部屋を区切ることができ、少
人数のグループ活動も行えるようになるなど、使いやすくなりました。
　精神科デイケア・ショートケアは、外来患者さまを対象に、充実した社
会生活を送るためのいろいろな治療プログラムを行っています。
　主な治療プログラムは、話し合い、音楽鑑賞、料理教室、脳トレ、新聞作り、手まり手芸教室、トーンチャ
イム、スポーツなどの集団療法があります。また、作業療法などの個別のプログラムも行っています。他に

も、花見旅行、バーベキュー、日帰り旅行、クリスマス会といった年間行事を一
緒に企画し、プログラムを通して楽しみながら治療を行えます。
　就労を目指している患者さまは、一般就労や福祉的就労に向け一人ひとりに適
したステップアップを図り、社会復帰を目指しています。
　患者さまが通院しながら、日々充実した社会生活を送ることができるよう支援
しています。
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1階　デイケアルームの紹介

　精神科作業療法室が新しくなり、デイケア・作業療法棟の２階へ移動しました。
これまでは精神センター１階で活動していましたが、２階に移ったことで見晴らし
がとてもよくなりました。ここ最近では、患者さまと外の雪景色を見ながら天候や
近況といった世間話をし、和やかな雰囲気で活動しています。
　精神科作業療法は、主に精神疾患に対するリハビリの一環として、入院患者さま
と外来患者さまの両方を対象に行っています。集中力や根気を回復させたり、病的

な思考とならないように気分転換活動を促しています。また、外来患者さまには生活リズムを整え社会復帰
に向けた取組みも行うなど、一人ひとりの困り事や悩み事に合わせた目標を設定し、治療に取り組んでいます。
　具体的な活動内容は、以下のとおりです。　

　・個人ＯＴ：裁縫、編み物、プラモデルやパソコンなど、興味のある活動を
選択して行います。

　・料理ＯＴ：基本的な調理技能から応用の習得を目的に、協力しながら料理
を作ります。

　・運動ＯＴ：ストレッチを中心に軽い運動やレクリエーションを行い、適度
に体を動かします。

　そのほか、病棟でのレクリエーション活動もあります。今回、部屋が広くなっ
たことで行える活動の種類が増えたり、狭くて中止していた木工室での活動が
再開できるようになりました。　
　利用者さまが、「楽しかった」「頑張った」「また参加したい」という気持ち
を持ちながら、それぞれの目標に向かい、地域で元気に過ごしていけるよう支
援しています。

2階　作業療法室の紹介

　なお、今までデイケアルームと作業療法室があったスペースは、外来の待合室として改築
工事を行っております。工事期間中においては、作業における騒音・振動等の発生でご迷惑
をおかけしますことをお詫び申し上げます。何卒、ご理解・ご協力をお願い申し上げます。



病院協議会開催
　平成26年１月10日（金）、病院協議会を
開催しました。当協議会は、地域の皆さまの
意向を幅広く取り入れることを目的に、七尾
市及び中能登町の住民代表や有識者による委
員で構成され、毎年行われています。
　今回の病院協議会では、運営状況、改革プ
ラン、精神センター増改築工事及び精神デイ
ケア・作業療法の説明の後、委員の皆さまと
当院職員が協議を行いました。
　委員の皆さまからは、当院の公的医療機関
としてのあり方や職員の接遇などについて、
有意義な意見を多くいただきました。
　今回の病院協議会でいただきました意見を
参考にして、地域住民の皆さまのためにさら
に努めてまいります。

助産外来を始めました

年忘れお楽しみ会開催
　平成25年12月17日（火）、リハビリテーション部に
おいて毎年恒例の「年忘れお楽しみ会」を開催しました。
この日は、入院患者さまと共にクイズや体操等、リハビ
リを兼ねた内容で楽しんでいただきました。今年の催し
物には、職員の有志によるピアノ・管楽器演奏とダンス
が披露され、患者さまは手拍子や合唱で参加してくださ
いました。また、スタッフ手作りの干支（午）を描いたコー
スターが、プレゼントとして配られました。後日、患者
さまが病室で使ってくださる様子を見ると、「お楽しみ
会を企画して良かったな」と心から思います。
　患者さまからは「入院していると寂しい」と、よく聞
かれます。こうした気持ちがレクリエーションを通して
和らぎ、意欲的にリハビリを継続していただくことにつ
ながれば、スタ
ッフとして幸い
です。今後も内
容をより検討・
吟味していきた
いと思います。
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妊娠週数 8～ 12～ 16～ 20～ 24～ 26～ 28～ 30～ 32～ 34～ 36 37 38 39 40～

医師外来 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

助産外来 ● ● ● ● ●

超 音 波 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

●お問い合わせ
　産婦人科外来（Ｄブロック）　℡（0767）52–8705 お気軽にご相談ください。

●助産外来とは
・助産師が行う妊婦健康診査（妊婦健診）のことで、医師の立会いはありません。
・助産師が医師の診察を受けた方が良いと判断した場合は、すぐに医師が診察できる
　体制となっています。
・また、病棟の助産師が対応しますので、妊娠・出産・産後まで継続したサポートとケアを受けていただく
　ことができます。
　助産師からのメッセージ
　当院では、医師・助産師が一体となって、安心してお産ができるようサポートを行っています。
　不安なことや医師に聞きづらいことなど、女性同士リラックスした雰囲気の中でお話ししてみませんか。
　是非ともご家族の方と一緒にお越しください。一緒にお腹の赤ちゃんとお話ししてみましょう。

●対象となる方　　妊娠経過が順調で、助産外来を希望される妊婦さま
●定期検診日時　　火曜日午後　（完全予約制　約30分）
●費用　　通常の妊婦健康診査（無料補助券の利用可）と同額
●健診スケジュール
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知っ得 ナットク カラダのこと

腹腔鏡手術について
　
腹ふ

く
く
う
き
ょ
う

腔
鏡
手
術
と
は
、
大
き
な
傷
で
行

う
手
術
と
違
い
、
腹
部
に
小
さ
な
穴
を

何
ヵ
所
か
開
け
、
炭
酸
ガ
ス
で
ふ
く
ら

ま
せ
て
カ
メ
ラ
で
腹
腔
内
の
様
子
を
観

察
し
、
専
用
の
道
具
を
入
れ
て
テ
レ
ビ

モ
ニ
タ
ー
を
見
な
が
ら
行
う
手
術
で
す
。

　
最
大
の
利
点
は
低
侵
襲
（
体
へ
の
負

担
が
少
な
い
）
の
手
術
で
あ
る
こ
と
で

す
。
傷
が
小
さ
い
た
め
美
容
的
に
優
れ

て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
術
後
の
痛
み

も
少
な
く
早
期
離
床
が
可
能
で
す
。
術

後
の
癒
着
も
少
な
く
、
手
術
後
の
回
復

も
早
く
入
院
期
間
の
短
縮
、
早
期
社
会

復
帰
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
体

の
細
部
ま
で
カ
メ
ラ
で
観
察
で
き
、
よ

●先生●

外科副部長

平沼 知加志先生

り
細
か
い
操
作
が
で
き
る
よ
う
に
も
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
手
術
の
難
易
度

が
高
く
な
り
通
常
の
開
腹
手
術
よ
り
時

間
が
か
か
っ
た
り
、
予
期
で
き
な
い
大

出
血
へ
の
対
処
が
困
難
に
な
っ
た
り
、

カ
メ
ラ
で
見
え
て
い
な
い
部
分
の
損
傷

な
ど
も
あ
り
得
る
、
な
ど
の
欠
点
も
あ

り
ま
す
。

　
近
年
の
器
械
や
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、

鼠そ

径け
い

ヘ
ル
ニ
ア
、
胆
石
や
虫
垂
炎
か
ら

胃
や
大
腸
の
腫
瘍
に
ま
で
腹
腔
鏡
手
術

新
任
ド
ク
タ
ー
の
紹
介

新
任
ド
ク
タ
ー
の
紹
介

①
医
師
資
格
取
得
年

②
専
攻
分
野

①
医
師
資
格
取
得
年

②
専
攻
分
野

手術滅菌部長兼麻酔科部長

竹
たけ

田
だ

　司
つかさ

①
平
成
４
年

②
手
術
麻
酔

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

の
適
応
と
な
る
病
気
・
手
術
も
幅
広
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
最
近
で
は

単
孔
式
手
術
（
穴
が
一
か
所
の
み
）
も

普
及
し
始
め
、
当
科
で
も
昨
年
よ
り
胆

石
や
虫
垂
炎
な
ど
一
部
の
症
例
に
行
っ

て
お
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
お
な
か
の

病
気
で
や
む
を
得
ず
手
術
が
必
要
、
と

さ
れ
た
場
合
、
一
度
ご
相
談
い
た
だ
け

れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。

■
職
種
（
採
用
予
定
数
）
及
び
受
験
資
格

・
薬
剤
師
（
４
名
）

　
昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

で
、
該
当
す
る
免
許
を
現
に
有
し
て
い
る

者
又
は
平
成
26
年
３
月
ま
で
に
実
施
さ
れ

る
国
家
試
験
に
合
格
す
る
見
込
み
の
者

・
臨
床
検
査
技
師
（
２
名
）

　
昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

で
、
該
当
す
る
免
許
を
現
に
有
し
て
い
る

者
又
は
平
成
26
年
３
月
ま
で
に
実
施
さ
れ

る
国
家
試
験
に
合
格
す
る
見
込
み
の
者

・
臨
床
工
学
技
士
（
２
名
）

　
昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

で
、
該
当
す
る
免
許
を
現
に
有
し
て
い
る

者
又
は
平
成
26
年
３
月
ま
で
に
実
施
さ
れ

る
国
家
試
験
に
合
格
す
る
見
込
み
の
者

■
募
集
期
間

　
平
成
26
年
３
月
11
日
（
火
）
ま
で

　
※
た
だ
し
、
職
種
毎
に
採
用
予
定
数
に
達

し
次
第
締
め
切
り

■
試
験
日
時

　
随
時

■
問
合
せ
先

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
当
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
経
営
管
理
部
総
務
課　

総
務
グ

ル
ー
プ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
℡
（
０
７
６
７
）
５
２
―
８
７
４
９

平
成
25
年
度

　
第
４
回
病
院
企
業
職
員
募
集

胆た
ん
の
う嚢

手
術
の
傷
の
違
い

単孔式腹腔鏡下手術 腹腔鏡下手術 開腹手術

お
問
い
合
わ
せ

　
外
科
外
来
（
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
TEL
（
０
７
６
７
）
５
２-

８
７
０
２
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当
院
で
は
、
入
院
患
者
さ
ま
の
食
事
の

嗜
好
状
況
や
満
足
度
を
お
聞
き
す
る
た
め

に
、
嗜
好
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
を
年
４
回

行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
11
月
５
日
（
水
）
か
ら
11
月

８
日
（
金
）
ま
で
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
、
78
名
の
方
か
ら
ご
回
答
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
集
計
結
果
の
一
部
を
報

告
し
ま
す
。

Ｑ食事の味付けはいかがですか？

特別食 一般食

ちょうどよい
39％

濃い
０％

薄い
55％

無回答
６％

ちょうどよい
68％

濃い
6％

薄い
13％

無回答
13％

ｇ
未
満
）
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
を
調
整
し
た

特
別
食
（
治
療
食
）
が
あ
り
ま
す
。

　
味
付
け
に
つ
い
て
の
質
問
で
は
、
一
般

食
の
方
は
68
％
が
ち
ょ
う
ど
よ
い
と
答
え

て
い
る
の
に
対
し
、
特
別
食
で
は
半
分
以

上
の
方
が
薄
い
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　
味
の
感
じ
方
は
、
慣
れ
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
し
ば
ら
く
薄
味
を
我
慢
し
て
い
た
だ

く
と
、
薄
い
中
に
も
食
材
本
来
の
味
や
旨

味
が
感
じ
ら
れ
て
き
ま
す
。
高
血
圧
や
心

臓
病
、
糖
尿
病
、
腎
臓
病
の
方
に
と
っ
て
、

減
塩
は
と
て
も
大
切
で
す
。

〜
塩
分
制
限
の
あ
る
あ
る

　
　
　
　
　
　

エ
ピ
ソ
ー
ド
〜

　
入
院
し
て
、
塩
分
制
限
の
特
別
食
を
食

べ
た
と
こ
ろ
、「
味
が
薄
く
て
こ
ん
な
の

食
べ
れ
ん
わ
い
」
と
言
っ
て
い
た
患
者
さ

ま
。
２
週
間
の
入
院
で
薄
味
に
も
慣
れ
て

き
て･･･

、
退
院
し
て
家
の
食
事
を
食
べ

て
み
る
と
、「
こ
ん
な
味
の
濃
い
も
の
出

し
て
、
食
べ
れ
ん
わ
い
！
」
と
今
度
は
奥

様
が
怒
ら
れ
て
し
ま
う
。
こ
ん
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
時
々
お
聞
き
し
ま
す
。

病
院
食
を
お
い
し
く
、
楽
し
く

～
行
事
食
の
ご
紹
介
～

七夕（7月）

正月（1月）

クリスマス（12月）

・イチゴ
・バナナ
・黒ゴマ

栄
養
部

嗜
好
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
の

　
　
　
　
　
　
集
計
結
果

　

病
院
食
に
は
、
一
般
食
（
１
日
約
９

ｇ
）
と
、
治
療
の
た
め
に
塩
分
（
１
日
６

●
食
事
の
味
付
け
に
つ
い
て

●
高
血
圧
だ
と
ど
う
し
て
塩
分
制
限

　
が
必
要
な
の
？
そ
の
仕
組
み
と
は

①
塩
分
の
強
い
も
の
を
摂
り
過
ぎ
る

　
　
　
↓

②
血
液
中
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
分
濃
度
が
濃
く

な
る

　
　
　
↓

③
水
で
薄
め
よ
う
と
す
る

　
　
　
↓

④
喉
が
渇
い
て
、
水
を
飲
む

　
　
　
↓

⑤
体
の
血
液
量
が
増
え
る

　
　
　
↓

⑥
心
臓
が
た
く
さ
ん
の
血
液
を
全
身
に
送

ら
な
い
と
い
け
な
い

　
　
　
↓

⑦
血
圧
が
高
く
な
る　
　

●
減
塩
一
口
メ
モ　
～
鍋
編
～

　
鍋
の
季
節
で
す
ね
。
野
菜
や
き
の
こ
が

た
く
さ
ん
摂
れ
て
、
肉
や
魚
も
入
り
バ
ラ

ン
ス
を
整
え
や
す
い
料
理
で
す
が
、
食
べ

方
に
よ
っ
て
は
塩
分
を
摂
り
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
す
。
手
軽
で
美
味
し
い
鍋
の
ス
ー
プ
。

買
う
と
き
に
栄
養
成
分
表
示
を
見
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？

鍋
の
ス
ー
プ
に
含
ま
れ
る
塩
分
（
１
食
分
）

・
キ
ム
チ
鍋　
　

 

約
４
～
５
ｇ

・
ち
ゃ
ん
こ
鍋　

 

約
３
～
４
ｇ

・
水
炊
き　
　
　

 

ほ
ぼ
０
ｇ

・
と
り
野
菜
み
そ 

約
４
～
５
ｇ

★
ポ
ン
酢　
　
　

 

約
４
～
５
ｇ

★
ご
ま
だ
れ　
　

 

約
２
～
３
ｇ　
　

案
外
多
い
で
す
よ
ね
！

鍋
の
と
き
に
塩
分
を

控
え
る
ポ
イ
ン
ト

・
鍋
の
ス
ー
プ
は
飲
ま
な
い
よ
う
に
す
る

・
つ
け
だ
れ
の
量
を
い
つ
も
よ
り
控
え
め

に
す
る

・
昆
布
だ
し
や
か
つ
お
だ
し
を

　
濃
く
と
り
、
調
味
料
を
控
え
る

・
雑
炊
に
す
る
と
き
は
余
っ
た
ス
ー
プ
を

全
て
使
わ
ず
、
半
分
捨
て
て
か
ら
作
る

減
塩
を
心
が
け
て
み
ま
し
ょ
う
！

　
当
院
栄
養
部
で
は
、
患
者
さ
ま
に
入
院
中
で

も
楽
し
く
食
事
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
旬

の
食
材
や
季
節
ご
と
の
催
事
を
取
り
入
れ
た
行

事
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
入
院
患
者
さ
ま
か

ら
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
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　平成 22年から 4年間、当院では地域医療再生基金の一環として石川県からの委託を受け、「能登地域認知症
診療ネットワーク推進事業」を実施しております。本事業は、精神センターが中心となり、奥能登を含む能登
地域全域における認知症医療の診療ネットワークを構築することにより、地域における認知症ケアの確保と充
実を図ることを目的として活動を展開しています。
　今回の公開講座は、＊「なかじまプロジェクト」でご活躍されている金沢大学の山田正仁教授にご講演いた
だき、できるだけ多くの方に認知症を正しく理解していただくとともに、認知症になっても暮らしていける地
域づくりの一助に、そして早期発見や予防にもつながる機会を提供できればと思います。今回も当院精神セン
ター職員の劇団による介護講座も企画していますので、お楽しみに！
　＊なかじまプロジェクト：認知障害の早期発見と認知症予防を目的に、金沢大学神経内科が中心となって七尾市中島町において
　　　　　　　　　　　　　実施している長期継続型の研究プロジェクト

認知症診療ネットワークに関する研修会

公  開  講  座
日時

会場

平成26年３月22日（土）開始13：30 ～（開場13：00）
七尾サンライフプラザ　中ホール

〒926－8550　七尾市本府中町ヲ部38番地　TEL（0767）53―1160

座長：公立能登総合病院　精神センター長　平松　茂 先生

■第１部　特別講演　13：40～14：40

■第２部　介護講座　劇場版　14：50～15：40

「欽ドン！良い介護、悪い介護　認知症バージョン」
　　　　　　　　　　公立能登総合病院精神センター　劇団

　T－DOKSは、公立能登総合病院精神センターの職員が、できるだけ多くの方が認知
症を理解し、地域で暮らすことを支援する活動に参加できたらとの熱い情熱のもと劇団
を結成。名前の由来は職員の名前の頭文字からつけました。素人劇団ですが、思いはど
こよりも熱い面々です。

　専門は神経内科、認知症や脳の老化。アルツハイマー病の脳に溜まるアミロイドとい
う異常なタンパク質を標的とする診断法、予防・治療の開発を進める。
　認知症の早期発見・予防を目標とする「なかじまプロジェクト」を地域住民と共に推
進中。

『認知症を治療する、予防する』
　　　金沢大学大学院　脳老化・神経病態学（神経内科学）

　　　　教授　山田　正仁先生

認知症についてもっと知ろう！認知症についてもっと知ろう！
公開講座のご案内公開講座のご案内

入場無料



し
い
と
こ
ろ
に
身
を
置
き
修
練
せ
ね
ば
と

思
い
、
埼
玉
に
あ
る
歯
科
（
単
科
）
専
門

の
病
院
に
勤
務
し
ま
し
た
。
勤
め
て
み
て

び
っ
く
り
！
そ
の
厳
し
さ
は
、
半
端
な
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
る
で
漫

画
タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
の
中
の
「
虎
の
穴
」

の
様
で
し
た
。

　
同
窓
の
先
輩
で
、
ア
メ
リ
カ
と
フ
ラ
ン

ス
の
大
学
に
も
留
学
経
験
の
あ
る
日
本
人

離
れ
し
た
感
覚
の
厳
し
い
院
長
（
師
）
に

は
、
常
々
、
も
し
開
業
し
一
国
一
城
の
主

（
あ
る
じ
）
に
な
っ
た
時
に
は
、
真
の
歯

4

4

4

科
医
療

4

4

4

を
追
求
す
る
た
め
に
、
た
と
え
ど

ん
な
に
経
済
的
に
つ
ら
く
て
も
あ
き
ら
め

ず
、
塩
を
舐
め
て
で
も
（
糊
口
を
凌
ぐ
）

頑
張
り
な
さ
い
と
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

　

平
成
５
年
１
月
、「
山
の
上
」
で
は
な

く
現
在
の
地
に
開
業
。
初
診
室
に
は
師
の

写
真
を
掲
げ
、
常
に
初
心
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
人
達
の
支
援
を

受
け
、
現
在
、
良
き
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に

日
々
診
療
を
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。

Ｑ
先
生
の
ご
趣
味
、
座
右
の
銘
は
？

　
趣
味
は
、
読
書
と
旅
行
。
旅
行
は
半
年

ぐ
ら
い
前
か
ら
予
定
を
立
て
、
そ
の
間
、

時
刻
表
や
地
図
を
読
む
の
が
楽
し
み
で
す
。

電
車
（
特
に
新
幹
線
）
に
乗
る
の
が
好
き

で
す
。
座
右
の
銘
は
、
ア
ン
ソ
ニ
ー
・

ロ
ビ
ン
ズ
名
言
集
の
中
の
、Live w

ith 
Passion!

（
情
熱
的
に
生
き
よ
う
！
）

で
す
。

Ｑ
貴
院
に
お
け
る
病
気
の
特
徴
や
治
療
内

容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
幸
せ
な
人
生
は
「
歯
」
で
決
ま
る
、
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歯
科

医
師
に
な
っ
て
30
年
、
多
く
の
患
者
さ
ん

を
診
て
き
て
、
つ
く
づ
く
そ
う
実
感
し
ま

す
。
歯
の
治
療
の
目
的
は
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
歯
の
健
康
を
保
持
し
つ
づ
け
る
こ

と
で
す
。

　
歯
科
疾
患
の
大
き
な
特
徴
は
、
自
然
治

癒
を
期
待
で
き
な
い
と
こ
ろ
。
歯
周
病
と

う
蝕
は
「
歯
科
二
大
疾
患
」
と
呼
ば
れ
て

お
り
、
抜
歯
さ
れ
る
歯
の
99
％
以
上
は
、

こ
の
二
つ
の
疾
患
の
い
ず
れ
か
が
原
因
と

な
っ
て
抜
か
れ
て
い
る
と
い
う
現
実
が
あ

り
ま
す
。

　
当
院
の
特
徴
は
、
患
者
さ
ん
の
治
療
後

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
（
予
防
）
に
重
点
を
置

い
て
い
る
こ
と
で
す
。
特
に
、
小
児
の
虫

歯
予
防
（
矯
正
）
と
成
人
の
歯
周
病
予
防
。

現
在
、
多
く
の
患
者
さ
ん
が
、
定
期
的
な

歯
周
病
予
防
の
た
め
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
ケ
ア
（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
・
歯
周
ポ

ケ
ッ
ト
洗
浄
・
レ
ー
ザ
ー
治
療
）
を
受
け

に
来
院
し
て
い
ま
す
。

　
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
基
本
は
、
口
腔

の
健
康
に
あ
り
ま
す
。

Ｑ
当
院
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
ご
意
見
な

ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
能
登
病
院
の
存
在
は
、
当
院
に
と
っ
て

た
い
へ
ん
大
き
な
後
ろ
だ
て
に
な
っ
て
い

ま
す
。
有
病
者
の
患
者
さ
ん
の
歯
科
治
療

に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

全
身
的
な
管
理
の
も
と
で
の
治
療
が
必
要

な
時
に
は
、
歯
科
口
腔
外
科
を
基
点
に
能

登
病
院
に
紹
介
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。

　
大
事
な
こ
と
は
、
患
者
さ
ん
の
安
全
と

幸
せ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
お
忙
し
い
中
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
杉
原
先

生
の
情
熱
と
若

さ
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
健

康
を
保
つ
に
は
、

歯
と
お
口
の
管

理
が
大
切
で
あ

る
こ
と
を
改
め

て
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
私
の
か
か
り
つ
け
医
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

今
回
は
七
尾
市
藤
橋
町
に
開
業
さ
れ
て
い

る
杉
原
歯
科
医
院
の
院
長
　
杉
原
徹
先
生

で
す
。

Ｑ
貴
院
の
歴
史
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　
学
生
時
代
、
父
か
ら
よ
く
、
将
来
ど
こ

で
開
業
す
る
の
か
と
尋
ね
ら
れ
る
と
、
い

つ
も
私
の
答
え
は
「
山
の
上
」
で
し
た
。

　
昭
和
60
年
に
大
学
を
卒
業
後
、
本
当
に

へ
ん
ぴ
な
「
山
の
上
」
で
開
業
し
て
も
、

患
者
さ
ん
に
来
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
厳

医療法人社団 敬清会 杉原歯科医院
 院 長 杉原　徹 先生
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外 来 診 療 予 定 表 (2014.２.1）

V
O
L.71/2014冬

受付 診察室
月 火 水 木 金

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後
受付Ａ１

℡52-8702

外科１ 守　友
当番医

（紹介のみ）

平　沼
当番医

（紹介のみ）

牛　島
当番医

（紹介のみ）

徳　楽
当番医

（紹介のみ）

古　川
当番医

（紹介のみ）
外科２ 古　川 守　友 徳　楽 大学医

呼吸器外科(不定期）

外科３ 大学医
臨床腫瘍外来 牛　島 大学医

心臓血管外科

歯科口腔外科 長　谷

手　術

長　谷

手　術

長　谷

手　術

長　谷

手　術

長　谷

手　術歯科口腔外科 小　山 小　山 小　山 小　山 小　山

歯科口腔外科 宮　澤 宮　澤 宮　澤 宮　澤 宮　澤

受付Ａ２

℡52-8702

整形外科の
受付は10:30
まで

整形外科１ 岡　山

手　術

伊　井
手　術

装具外来
14：00～15：00

岡　山

手　術

伊　井

手　術

外　舘
手　術

装具外来
13：30～15：00

整形外科２ 外　舘 中村（孝） 中村（孝） 岡　山 伊　井

整形外科３ 中村（孝） 外　舘

リハビリ科 八幡（第４）
13：30～14：30

受付Ｂ１

℡52-8703
内科胃腸科１ 安　田 中村（勇） 中村（勇） 安　田 柿　木

内科胃腸科２ 柿　木 柿　木 中村（勇）

皮膚科 １ 越　後
手術･検査

越　後 　 越　後 越　後
15：00～16：30 越　後

手術･検査
皮膚科 2 荒　井 手術･検査 荒　井 荒　井 荒　井

15：00～16：30 荒　井 非常勤医
9：00～

形成外科１ 山　城 米　沢 手　術
14：00～17：00

予約診察
15：30～16：30
小学生～高校生

山　城 初診受付
10：30まで
 

手　術
13：30～17：00

米　沢 初診受付
10：30まで

手　術
13：30～17：00

山　城

形成外科２ 米　沢 山　城 米　沢 山　城 米　沢

美容外科 山　城
14：00～17:：00 （第１・3金曜）

山　城
14：00～17：00

受付Ｂ２
 
℡52-8703

内科１(初診) 泉　谷

当番医
（紹介のみ）

吉村（光）

当番医
（紹介のみ）

酒　井

当番医
（紹介のみ）

藤　岡

当番医
（紹介のみ）

中　島

当番医
（紹介のみ）

内科２ 藤　岡 藤　岡 遠　山
（腎・膠原病） 泉　谷

内科３ 吉村（光） 酒　井 大　畑
（血液内科） 橋本（琢）

内科４ 横　山 村　本 横　山 中　島 村　本

循環器科１ 村　田 村　田 村　田 村　田 村　田

循環器科２ 山　下 中　島
（内科） 山　下 大学医 山　下

受付Ｃ１
 
℡52-8704

神経内科１ 室　石
予約のみ

室　石
予約・検査

室　石
予約のみ

室　石
予約・検査

室　石
予約のみ

室　石
予約・検査

室　石
往　診

室　石
予約・検査

室　石
予約のみ

室　石
予約・検査

神経内科２ 高　橋
予約のみ

耳鼻咽喉科１ 坂　本 坂　本
14：30～16：30 坂　本

手術･検査
坂　本 坂　本

14：30～16：30 坂　本
手術･検査

坂　本
手術･検査

耳鼻咽喉科２ 稲　垣 稲　垣
14：30～16：30 稲　垣 稲　垣 稲　垣

14：30～16：30 稲　垣 稲　垣

受付Ｃ２
 
℡52-8704

脳神経外科１ 渡　辺 南　部 渡　辺 大学医

脳神経外科２ 橋本（正） 橋本（正） 南　部 橋本（正）
予約のみ

眼科１ 佐　伯
手　術

佐　伯
手　術

佐　伯 検　査 酒　井

眼科２ 小　澤 検　査 小　澤 小　澤 小　澤
（第１,３,５） 小　澤 検　査

受付Ｄ１
 
℡52-8705

泌尿器科１ 南 手　術

入院検査

上　木 往診
検査処置
入院検査
他科回診

南 手 術

入院検査

上　木 検査処置
入院検査
他科回診

坂　本 手 術

入院検査泌尿器科２ 大学医
（初診）

坂　本
（初診）

上　木
（初診）

坂　本
（初診）

南
（初診）

小児科１ 池　野 福　田
１ヵ月検診

池　野 斉　藤
（心 臓）

福　田
当番医

池　野

小児科２ 岡　本 和　田 和　田 岡　本 和　田

受付Ｄ２
 
℡52-8705

産婦人科１ 大学医
（山口） 富　澤 １ヵ月検診 大学医

（柴田） 富　澤 大学医
（髙木）

産婦人科２ 富　澤 大学医
（藤田） 富　澤 大学医

（早稲田） 富　澤

精　　神
センター
 
℡52-6619

精神科１ 西　村 西　村 アルコール薬物依存外来
西　村 西　村

精神科２ 平　松 平　松 平　松 平　松 平　松

精神科３ 小　坂 小　坂 小　坂 　 小　坂

精神科４ 林 林 林 林

外来化学療法点滴室 平　沼 牛　島 徳　楽 牛　島 守　友 牛　島 古　川 牛　島 牛　島 牛　島
救命救急センター 院内医師 後　藤 後　藤 後　藤 院内医師 院内医師 院内医師 院内医師 院内医師 院内医師
健診部 内科医師  内科医師  内科医師  内科医師  内科医師  

放射線科  
　　中村（月～金）・茅橋（月～金）

萱野（核医学） 南（血管内治療） 滝（核医学） 高仲（放射線治療）・松井（血管内治療）
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●外来診療受付（平日の時間内）
一般診療受付　午前８時30分～午前11時30分
ただし、診療科によって　午前11時の科もありますので、ご留意ください。	 PIN No.P13-0179

環境保護印刷：クリオネマーク認証この広報は高精細340線で印刷したものです。

診療担当医が変更になる場合があります。希望される医師がある場合は、電話にてご確認の上、ご来院ください。


